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平成２９年度第７回教育研究評議会議事録 

 

 

日 時 平成２９年１０月１８日（水）１４：３０～１５：３５ ＴＶ会議 

場 所 事務局５階大会議室、Ｓ－Ｐｏｒｔ３階会議室 

出席者 石井、丹沢、木村雅、東郷、堀川、寺村、伊東、鈴木、日詰、菅野、江口、

近藤、小西、塩尻、坂本、川田、木村元、河合、鳥山、平岡、原、恒川、三

村、澤田の各評議員 

欠席者 本橋、田島、朴（原正和教授代理出席）の各評議員 

陪席者 鈴木、村松の各監事、阿部、白井、宮原の各学長補佐 

 

 

Ⅰ 前回議事録の承認について 

平成２９年度第６回教育研究評議会議事録（案）を原案どおり承認した。 

 

Ⅱ 審議事項 

１ 就業規則の一部改正について 

伊東委員から、国立大学法人静岡大学教職員人事評価実施規程の一部改正につ

いて、堀川委員から、国立大学法人静岡大学教職員懲戒手続の一部改正について、

資料１により提案があり、審議の結果、原案どおり承認し、平成２９年１１月２

４日開催の国立大学法人静岡大学経営協議会で審議・承認し、改正することとし

た。 

なお、川田委員から、国立大学法人静岡大学教職員人事評価実施規程第５条第

１号に規定されている活動状況報告書について、特記すべき事項がない場合は提

出不要か質問があり、伊東委員から、教育、研究、社会・国際連携及び管理運営

のエフォートを記載する必要があるので提出する必要がある旨、回答があった。 

 

２ 独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律の改正に伴う本学の関

連規則等の改正について 

堀川委員から、個人情報保護法及び独立行政法人等の保有する個人情報の保護

に関する法律の一部改正に伴い、静岡大学個人情報管理規則等の一部改正等につ

いて、資料２により提案があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

なお、塩尻委員から、入試情報については慎重に取り扱う必要がある旨、意見

があった。 

また、木村元委員から、静岡大学における独立行政法人等非識別加工情報の提供

に関する取扱規則第２条第９項に規定する部局について総合科学技術研究科が記

載されていないが問題ないか質問があり、堀川委員から、総合科学技術研究科長

は理学部長が兼ねているので問題ない旨、回答があり、規則によって部局の定義

が異なっているので今後検討したい旨、説明があった。 

 

３ 平成３０年度非常勤講師所要時間数について 

丹沢委員から、平成３０年度非常勤講師所要時間数について、資料３により提

案があり、審議の結果、原案どおり承認した。 
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なお、同委員から、平成３０年度から開始する産業イノベーション教育プログ

ラムからの要求分については精査中なので改めて審議したい旨、説明があった。 

塩尻委員から、人件費の関係で定年退職者の後任を補充できない場合で非常勤

講師に頼らざるを得ない場合は非常勤講師を手当してもらいたい旨、要望があり、

議長から、定年退職者や他大学へ転出した場合の非常勤講師については、全学教

務委員会に別途申請することで対応が可能である旨、説明があった。 

 

４ 国立大学法人静岡大学と静岡経済同友会静岡協議会との教育連携に関する協定

書の締結について 

丹沢委員から、キャリア教育の充実を図るとともに地域の発展と人材育成を目

的とした国立大学法人静岡大学と静岡経済同友会静岡協議会との教育連携に関す

る協定書の締結について、資料４により提案があり、審議の結果、原案どおり承

認した。 

 

Ⅲ 報告事項 

１ 平成２９年度第６回企画戦略会議(平成２９年１０月４日)の報告 

議長から、平成２９年度第６回企画戦略会議(平成２９年１０月４日)について、

資料５により報告があった。 

 

２ 教員の採用等報告について 

議長から、教員の採用等報告（採用３件、配置換１件）について、資料６によ

り報告があった。 

 

３ 研究活動における不正行為を事前に防止する取組の適切な実施について 

木村委員から、研究活動における不正行為を事前に防止する取組の適切な実施

について、資料７により説明があり、協力依頼があった。 

 

４ 各学部等における「障がい学生支援に関わる説明会」の開催について 

寺村委員から、各学部等で「障がい学生支援に関わる説明会」を開催する旨、

説明があり、協力依頼があった。 

 

５ 平成２９年度監事による業務監査の実施計画について 

鈴木監事から、平成２９年度監事による業務監査の実施計画について、資料８

により説明があり、議長から、協力依頼があった。 

以上 


